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父親の悲願 

「女君（をんなぎみ）達は后（きさき）がねとかしづき奉り給しほどに」 
 

これは平安時代の終わり頃に成立した歴史物語『大鏡 道隆』の一節です。姫君たちはお妃

候補として大切に育てましょうという意味です。 

平安時代、上級貴族の子どもとして誕生した女子の多くは、本人の意思とは無関係に「后が

ね（皇后候補の女性）」となることが望まれてきました。平安時代は藤原道長・頼道父子をは

じめ藤原氏が天皇の外戚として権力を独占していた時代でした。同時に、紫式部や清少納言

などに代表されるように宮廷文化が華開いた時代でもありました。 

紫式部といえば、来月７日よりＮＨＫ大河ドラマ『光る君へ』の放送が始まります。町図書

室でも、紫式部や平安時代をテーマにした図書を多く配架しています。さらに先月新しく配

架しました『紫式部や清少納言が語る平安女子のくらし』では、『源氏物語』や『紫式部日記』、

『枕草子』を基に、紫式部や清少納言から見た平安時代の貴族女性の生涯に焦点を当て深く

掘り下げて書かれています。 

冒頭で『大鏡』の一節を紹介しましたが、平安時代の貴族女性の父親は、娘が誕生した時か

ら将来は天皇の后とすることを夢見ていました。実際に、藤原兼家は４人の娘のうち３人を

天皇もしくは東宮（皇太子）に嫁がせています。兼家の息子である道隆・道兼・道長の３兄弟

も、父同様、我が娘を入内させることを悲願とし、熱心に取り組みました。時の天皇である一

条天皇には、道隆の長女定子（ていし）をはじめ、道兼の長女尊子（そんし）、道長の長女彰

子（しょうし）も入内して后となっています。さらに外戚の地位を盤石にするため、道隆は次

女原子（げんし）を、道長も負けじと次女妍子（けんし）を将来、天

皇の后になることを願って居貞（おきさだ）親王（のちの三条天皇）

に入内させています。必ず天皇の外戚になるのだという執念のような

ものを感じます。大河ドラマ『光る君へ』ではこの関係性をどのよう

な形で描くのでしょうか。楽しみに待ちたいですね。 

このように藤原氏を中心に上級貴族は娘を将来の后として育て実

際に入内させていました。とはいえ、当時は一夫多妻制で、結婚して

も正妻の地位が得られるか不確かであったことや家柄が重要視され

ていたことから、このような親の夢がかなうことの確率は低かったよ

うです。しかしながら藤原氏が娘たちを挙って入内させた結果、天皇

の外戚として権力を得るに至りました。誕生した娘を后がねとするこ

とはまさに「父親の悲願」だったといえるのでしょう。 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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